
 

 

 

絵本「南紀熊野の民話 瀞のぬしさん」の制作と贈呈式について 
 
南紀熊野ジオパーク推進協議会では、南紀熊野ジオパークのエリア内の民話を題材に絵本「南

紀熊野の民話 瀞のぬしさん」を制作しました。この絵本は、新宮市立熊野川中学校の生徒がふ
るさと教育を兼ねたジオパーク学習を行いながら制作に関わりました。絵本に登場する背景の
一部には、生徒たちが民話に登場する場所で、大地の質感そのものを表現するために岩の上に紙
を置いて、鉛筆で凸凹をこすり模様を写し取ったものが使われています。また、学習の様子をま
とめたページも内容に入れています。 
南紀熊野ジオパークエリア内の小学校（４0 校）や、保育園・幼稚園（３８園）や図書館（室）

等に配布します。 

教材として活用いただくことで、児童の頃から南紀熊野ジオパークを身近に感じ、興味を持っ
てもらえるよう工夫を凝らした一冊です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 南紀熊野ジオパークセンターにて閲覧いただけます。また、県立図書館（和歌山市西高松 1-7-38）

及び情報交流センターBig・U（田辺市新庄町 3353-9）でも６月頃から閲覧いただける予定です。 

※ 冊子は WEB サイトにも掲載しています https://nankikumanogeo.jp/download/ 

 

  

 

【問い合わせ】 南紀熊野ジオパーク推進協議会事務局（和歌山県立南紀熊野ジオパークセンター内） 

担当：大江・福村 

 Tel：０７３５－６７－７１００ E-mail：e1004021@pref.wakayama.lg.jp 

令和 ６年 ４月２３日 

資  料  提  供 

西牟婁・東牟婁振興局 

同時提供 

１ 本物から写しとった大地や植物の質感 

  実際に岩や植物の上に紙を置いて、鉛筆で凸凹をこすり模様を写し取る「フロッタージュ」という

技法を用いて、岩や植物の質感を表現しています。 

 

２ 民話の舞台の解説 

  民話に登場するジオパークの見どころを、写真や図を交えながら、分かりやすく解説しています。 

 

３ 地域の言葉を用いた表現 

  文面は北山弁で記載しています。また、地域の言葉との比較ができるようにしています。 

絵本贈呈式 

絵本の特色 
 

６月１１日（火）～７月５日（金）に、南紀熊野ジオパークセンターで原画展を開催予定です。 

 

新宮市立熊野川中学校にて、制作に関わった生徒たちに絵本の贈呈式を行います。 

日時：令和６年４月２６日（金） 13 時５５分～（生徒総会終了次第 10 分程度を予定） 

場所：新宮市立熊野川中学校 多目的教室（和歌山県新宮市熊野川町日足６４６） 

https://nankikumanogeo.jp/download/

